
        ★オンライン連続学習会参加要領★ 

全民研オンライン連続学習会は、Ｚoom利用で行ないます。 

下記ＵＲＬまたは右のＱＲコードからグーグルフォームにアクセ

スし、必要事項を記入してください。 

https://forms.gle/X1tU6M3893po8z8S7 

記入事項は、氏名／メールアドレス／職種等／会員かそれ以外

か／現時点で参加予定の回／です。   

    

各回の３日前までにご案内メールを差し上げます。会員は無料。

学生・院生の方、29歳以下の方も無料です。それ以外の方は参加

費1000円をお支払いください（１回でも全３回でも同額です）。 

支払い方法は申込みフォーム上でご案内しています。 

 

第19回：１０月２９日（日）午後５時～７時 

      篠原朋子（正則高校教員）   

      「アメリカの食料戦略 ～学校給食を切り口に～」  

       昭和30年～40年代、学校給食からご飯が消えた。そこにアメリカの影が……。 
  

     森田敏彦（元高校教員） 

             「授業に悩んだとき…… ～ふりかえってみて伝えられること～」 

       ２つの大きな転機がありました。難しい話は抜きにして、私の体験談にお付き合いください。  
 

第20回：１１月２６日（日）午後５時～７時 

    本山 明（法政大学非常勤） 

      「現在の服の生産と消費は持続可能か」 

        私の服を作る人に思いを寄せ、「つくる責任・つかう責任」 を考える。  
   

    升野伸子（昭和女子大学）    

      「中学生は子どもの貧困をどのように考えるか」 

        子どもの貧困についての基本的な考え方と授業化を話します。  
 

第21回：１２月２４日（日）午後５時～７時 

       溝部宏文（大阪府立高校教員）   

      「『現代社会』の授業でデートＤＶを取り上げた」 

            デートDVを通して性の問題や権利の考え方を保健、家庭科、理科を意識して実践しました。 
 

 

    石戸谷信（武蔵大学非常勤）    

      「スピンオフ授業・『ふつうの高校』における『哲学（的）対話』の可能性」  

            大会報告のスピンオフ企画。今回はよりテーマを絞って報告します。  


